



























作成に取り組んでおられた。法制史とは相容れないにも関わらず、文句や愚痴を聞い ことはなかった。その甲斐あって、平 七年四月には四年制大学への改組を成し遂げることができ 。中山先生のご尽力により、現在 基盤が整備された功績は大きい。しかし、体調は反比例していった。投薬治療に臨まれ、決して良好とは言えないまでも、学内では学部長から学長へ、学外に いても山梨県情報公開制度運営委員会長を務められ、社会的責務も充分に果たされた。惜しむらくは、研究者として これからが円熟期を迎えら る時期に旅立たれたことである。四年制大学への改組から二十年、在りし日を偲びつつ、中山光勝先生、法号修学院日空上人 増圓妙道をお祈り申し上げます。
故中山光勝教授を悼んで（池上）
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